
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 3年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
7. 土木費 92.宅地耐震化推進事業

3. 都市計画費

1. 都市計画総務費 市街地整備課

（佐倉市）　　

第２章
人と自然が調和した安心して暮らせるまち（都市基 34,903

盤・住環境） 令和 3年度 17,270

臨時 補助 計画 0 0 0 基本施策６
消防・防災 令和 4年度 11,693

令和 5年度 5,940

施策４
災害に備えた体制を整備します 令和 6年度 0

令和 7年度 0

その他

5,756 5,756 △5,756

0 0

・現地調査、造成年代調査等の変動予測調査結果から優 ・大規模盛土造成地における滑動崩落の危険性を検証す ・市民の安全を確保します。

先度評価に応じて10箇所程度の調査として簡易地盤調査を実施し安全性 るため造成宅地変動予測調査を実施し、結果を基に滑動崩落防止対策を

の把握を行う。併せて詳細調査が必要としたとき、ボーリング、土質試 行い、大地震時に備え被害を軽減し市民の安全を確保します。

験等の調査地の特定及び検討を行う。更に地元説明会も併せて実施しま

す。

・当該造成地の住民とのトラブルが生じないよう

、住民への事前周知や地域との協議を十分行うことが求められる。

16 02 05 03 95 00 防災・安全社会資本整備交付金 5,756 0 5,005 △5,005

差引一般財源 △5,756 0 △5,005 5,005


